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お ひ る じ か ん

ここでしか食べられないもの

お肉 ごはん

デザート

大根の煮物

揚げ物

コーンサラダ

上郷小学校５・６年生が考案した「郷GO弁当'17（春）」。

お米を実際に育てたり、津南の食の魅力について調べ、

地元の食材を使ったり、栄養のバランスを考えました。

春夏秋冬をイメージし地元のお母さん達に協力してもらいながら

17 人が力を合わせて今回は春のお弁当を作りました。

食べるのがもったいないと思うくらい

気持ちのこもった特別なお弁当です。

桜の木の幹の部分は
津南名物の
豚肉を使ったヒレカツ

ゆかり、にんじん、
さくらでんぷんで
春の桜をイメージ

掘ったばかりの
雪下にんじんを
ゼリーにし
雪をイメージした
ホイップを上から
かけました。

１回凍らせることで
繊維を切るから
口の中で溶けるような
舌触りに。
保存が利かないので
都会ではまず食べられない
贅沢なもの。

雪下にんじんを
チーズで挟んで
揚げた春巻き

地元の農家さんが育てているコーンを
使い、若草の上に咲く桜の木をイメージ



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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特 
集
Topic

た
だ
い
ま

作
戦
会
議
中

こ
の
顔
ぶ
れ
は

な
ん
だ
か
楽
し
そ
う
。

３
月
初
旬
、
津
南
町
の
料
理
屋
を
会
場
に
、
新

た
な
会
を
立
ち
上
げ
る
発
起
人
の
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
の
名
前
は
「
つ
な
ベ
ジ
会
」。
つ

な
ん
を
農
産
物(

ベ
ジ
タ
ブ
ル)

で
つ
な
ぐ
。

で
、
つ
な
ベ
ジ
。
顔
ぶ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
。
旅
館

業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
、
若
手
の
野
菜
ソ
ム
リ

エ
な
ど
、
も
っ
と
津
南
の
農
産
物
の
素
晴
ら
し

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
。
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
「
つ
な
ベ
ジ
会
〜
津
南
の
農

産
物
で
つ
な
が
っ
て
観
光
に
活
か
す
会
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

つ
な
ベ
ジ
会

　

〜
津
南
の
農
産
物
で
つ
な
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

観
光
に
活
か
す
会
〜

ど
ん
な
会
な
の
？

　
〝
誇
る
べ
き
津
南
の
野
菜
を
も
っ
と

も
っ
と
有
名
に
し
よ
う
!!
〟を
モ
ッ
ト
ー

に
、
野
菜
に
関
わ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
が
集
ま
っ
て
、
知
恵
や
意
見
を
出

し
合
い
誘
客
に
つ
な
げ
る
会
で
す
。
津

南
の
農
産
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
フ
ェ

ア
等
で
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
の
共
有
な
ど
が
出
来
る
様
な
仕

組
み
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

誰
が
参
加
で
き
る
の
？

　

会
の
目
的
に
賛
成
す
る
宿
泊
施
設
、

飲
食
店
、
直
売
所
、
企
業
、
農
業
団
体
、

任
意
団
体
お
よ
び
個
人
な
ど
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
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第
一
弾
は
、

「
雪
下
に
ん
じ
ん
フ
ェ
ア
」

　

そ
の
時
期
に
な
る
と
、
本
当
に
美
味
し
い
旬

の
野
菜
を
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
る

幸
せ
♥
そ
れ
が
コ
コ
津
南
の
宝
の
ひ
と
つ
。
そ

し
て
何
よ
り
も
津
南
の
魅
力
は
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
深
さ
。
こ
れ
が
コ
ラ
ボ
し
た
ら
最
強

の
〝
観
光
力
〟
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
は
東

京
か
ら
２
時
間
で
来
れ
る
野
菜
の
宝
庫
な
の
で

す
！
そ
れ
ぞ
れ
が
〝
強
み
〟
を
活
か
し
、共
有
し
、

発
信
す
る
事
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
。
ま
ず

は
雪
下
に
ん
じ
ん
フ
ェ
ア
の
実
施
、
次
は
ア
ス

パ
ラ
、
コ
ー
ン
に
続
け
た
い
で
す
ね
。

　

行
く
末
は
、
つ
な
ん
野
菜
マ
ッ
プ
作
成
や
つ

な
ん
野
菜
勉
強
会
、
商
談
会
な
ど
も
出
来
る
と

い
い
な
。
長
く
続
け
て
ゆ
く
た
め
に
大
事
な
こ

と
は
、
や
り
た
い
人
が
楽
し
く
、
無
理
を
せ
ず

津
南
ら
し
く
を
忘
れ
ず
に
や
っ
て
い
く
事
。
随

時
行
う
サ
ロ
ン(

交
流
会)

で
も
親
睦
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「
楽
し
く
ム
リ
せ
ず
、

津
南
ら
し
く
」

　

観
光
に
お
け
る
食
の
ニ
ー
ズ
は
、
地
元
で
採

れ
る
旬
の
素
材
で
す
。
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
も
旅
の
目
的
の
一
つ
で
す
が
、
農
業
立

町
で
あ
る
津
南
に
は
一
目
置
か
れ
る
美
味
し
い

農
産
物
が
多
く
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
津
南
に
は

食
の
観
光
資
源
が
た
く
さ
ん
在
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
し
か
し
情
報
を
発
信
し
な
け
れ
ば
観
光

客
は
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
施
設
で
旬

の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
出
し
て
も
、
情
報
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
れ
ば
、
情
報
発
信
力
は
格
段

に
上
が
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
会
は
、
農
業
地
域

に
お
け
る
観
光
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

ひ
ら
く
動
き
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
農
業
と
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」

つ
な
ベ
ジ
会　

代
表　

山や
ま
ぎ
し岸  

麗れ
い

好こ  

さ
ん

津
南
町
観
光
協
会
長　

尾
池
三
佐
子

フ
ェ
ア
や
、
つ
な
ベ
ジ
会
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
か
た
を

募
集
し
て
い
ま
す

つ
な
ベ
ジ
会
で
は
津
南
の
観
光
発
展
に
協

力
す
る
た
め
、
ご
参
加
さ
れ
る
か
た
に
は

津
南
町
観
光
協
会
へ
の
任
意
の
ご
加
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
入
会
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
津
南
町
観
光
協
会
ま
た
は

つ
な
ベ
ジ
会
代
表
の
山
岸
さ
ん
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

℡
７
６
５
‐
２
４
４
２
（
し
な
の
荘
）

開催時期
３月 25 日～

４月 16 日

雪下人参を使った
期間限定の商品

来町者に 宿泊者に

雪下にんじんが
買える直売所の紹介

来町者に 宿泊者に

雪下にんじん
収穫体験ツアー

来町者に 宿泊者に

のぼり旗や看板で
一緒になって PR

来町者に 参加施設に

フェアのテーマソングを
つなん火焔太鼓が制作

来町者に 宿泊者に 参加施設に

観光協会のＨＰで
フェア参加施設を紹介

来町者に 宿泊者に 参加施設に

朝、夕に雪下人参
料理の提供

宿泊者に

野菜ソムリエの会
メッセージカードと
特製のパンフレット

来町者に 参加施設に

津南の春の魅力となる

８
や

彩
さ い

ポイント
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か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

春
う
ら
ら
か
な
風
の
な
か
、
新
た
な
門
出
の

成
人
式
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

該
当
者
は
、
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
期
日

　

平
成
29
年
５
月
３
日
㈬　

憲
法
記
念
日

■
開
催
場
所　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

　
　
　
　
　
　

６
階
オ
ー
ロ
ラ

■
日
程

○
受
付
・
個
人
写
真
撮
影

　
　

午
後
１
時
～
１
時
50
分

○
成
人
式
式
典

　
　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

○
記
念
撮
影

　
　

午
後
３
時
15
分
～
３
時
40
分

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

午
後
４
時
～
５
時
30
分

※
時
間
は
概
ね
の
予
定
で
す

■
送
迎
バ
ス

○
行
き 

午
後
０
時
30
分 

　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
（
旧
上
郷
中
）
入
口
国
道

沿
い
発

　

午
後
０
時
45
分　

役
場
正
面
発

　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
多
様

化
す
る
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
つ
め
、

「
大
人
は
子
ど
も
を
育
む
存
在
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
を
共
有
し
、
青
少
年
教
育
の
在
り
方
を

改
め
て
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
「
石
川
結
貴
」
さ
ん
か
ら
、
未
来
を
生

き
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
人
は
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
催　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

■
後
援　
津
南
町
教
育
委
員
会
、
津
南
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

■
講
演
会
内
容

《
講　

師
》　

石
川　

結
貴　

氏

《
テ
ー
マ
》　

お
と
な
の
知
ら
な
い
ネ
ッ
ト
・
ス

マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
た
ち

～
「
折
れ
な
い
子
ど
も
」
の
育
て
方
～

■
日
時　

４
月
16
日
㈰

　

開
演
：
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
（
予
定
）

　
（
開
場
：
午
後
１
時
～
）

■
会
場　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
事
務
局

　

☎
７
６
５
‐
３
１
３
４（
津
南
町
公
民
館
内
）

津
南
町
成
人
式
開
催
に
つ
い
て

石
川
結
貴
さ
ん
講
演
会

お
と
な
の
知
ら
な
い

ネ
ッ
ト
・ス
マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
た
ち

～「
折
れ
な
い
子
ど
も
」の
育
て
方
～

新
緑
の
春
を
み
ん
な
で
満
喫
！

～
第
30
回
信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク
～
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
29
年
度 

第
１
回

も
の
わ
す
れ
相
談
会

暮らしの
情報満載

※
バ
ス
は
時
間
に
な
り
次
第
出
発
い
た
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
帰
り 

午
後
５
時
45
分　

会
場
発

■
参
加
費　

お
一
人
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
当
日
受
付
で
集
め
ま
す
）

★
成
人
式
の
該
当
者
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付

済
み
で
す
。返
信
は
が
き
で
出
欠
の
有
無
・
送

迎
バ
ス
利
用
の
有
無
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

★
万
一
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
該
当
者
で
、
案

内
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ
先　

津
南
町
公
民
館

　

☎
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

残
雪
の
山
な
み
・
ブ
ナ
の
新
緑
・
野
鳥
の
さ

え
ず
り
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
で
き
る
第

30
回
を
数
え
る
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

４
月
29
日
（
㈯
・
㈷
）

■
コ
ー
ス

　

・
津　

南　

50
キ
ロ　

・
川　

西　

25
キ
ロ

　

認
知
症
の
専
門
医
に
よ
る
も
の
わ
す
れ
相
談

会
（
認
知
症
相
談
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保
健

課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

稲
月
先
生

■
相
談
料　
　

無
料

■
申
込
締
切　

４
月
13
日
㈭

　

定
員
（
３
名
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
津　

南　

23
キ
ロ　

・
中　

里　

15
キ
ロ

　

・
小
千
谷　

12
キ
ロ

■
参
加
資
格

　

年
齢
・
性
別
は
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
可
。

　

小
学
生
３
年
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
ま
た

は
責
任
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
詳
細
、
参
加
料
、
バ
ス
時
刻
、
開
催

要
項
等
に
つ
い
て
は
、
３
月
21
日
号
で
回
覧
い

た
し
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

・
直
接
申
込　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

平
成
29
年
４
月
17
日
㈪　

17
時
ま
で

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
・
郵
便
振
替
・
郵
送

　

http://runnet.jp/

　

４
月
10
日
㈪
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
５
‐
５
７
７
６

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

☎
７
６
５
‐
３
１
１
４
（
内
線
１
４
１
、１
４
２
）
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町
立
津
南
病
院

平
成
29
年
４
月
以
降
の

診
療
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
１
日
㈯
か
ら
左
記
の
と
お

り
医
師
及
び
診
療
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
第
１
・
第
３
・
第
５
月
曜
日
】

　

外　

科　
　

休
診

【
火
曜
日
】

　

第
３
内
科　

石
川
医
師
→
林
副
院
長

【
第
２
火
曜
日
】

　

第
１
内
科　

佐
野
医
師
→
石
川
医
師

【
木
曜
日
】

　

第
３
内
科　

林
副
院
長
→
佐
野
医
師

【
第
１
か
ら
第
４
土
曜
日
】

　

小
児
科　
　

飯
倉
医
師
→
西
田
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
）

　

４
月
か
ら
内
科
の
石
川
先
生
は
第
２
火
曜

日
の
み
の
診
察
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
立
津
南
病
院　

医
事
班

　

☎
７
６
５
‐
３
１
６
１

月 火 水 木 金 土 休診日 
日曜日

内
　
　
科

第一 阪本
院長

第1,3,4,5週　佐野 

　　　第2週　石川
阪本
院長

呼吸器外来 

沼田
阪本
院長

第１週

　佐野 
 第２週

　阪本院長 
 第３週

　藤川 
 第４週

　林副院長 
 第５週

　休診
日 

当 

直 

担 

当 

医 

師

第二 藤川 村山 藤川 藤川 村山

第三 林
副院長

林
副院長

第１週 西村
(糖尿病外来）

佐野 林
副院長第2,3,4,5週 

佐野
第四

外　科
　　第２週　松平 
　　第４週　小川 
第1.3.5週　休診

森田
(心・血管外科）

坂本
(心・血管外科）

第１週　長谷川 
第２週　薄葉　 
第３週　大橋　 
第４週　伊藤　 
第５週　交代制

整形
外科 武藤 木島 宮崎 井上 劉

小児科 藤本 伊藤 赤司 平野 宮田 第1.2.3.4週　西田 

　　　第５週　勝沼

耳　鼻
咽喉科 濱 小林 森

眼　科 大野 工藤 片桐
泌尿
器科

　第1.3週　古田 

第2.4.5週　磯谷 小池

内視鏡
検　査

第２週　松平 
第４週　小川 藤川 林

副院長

慈　恵　大 
消化器内科
医　　　師

外科医

①診療の受付時間は「午前 8時 00 分～午前 11 時 30 分」です。
②工藤医師の眼科外来は「午前 11 時 00 分」で受付終了となります。
③眼科の『コンタクト外来』は金曜日に行っています（受付は午前 11 時 00 分までとなります）。
④平成 29 年 4月から内科の石川先生は第 2週のみの診察となります。
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 愛称は「はつらつクラブ」
— 3月2日　津南町老人クラブ連合会愛称決定 —

 私たちにできること
— 3月8日　上郷小学校３・４年生　町づくり提言発表会 —

 つなんの魅力を届けたい
— 2月23日　つなん☆温泉PR動画完成発表会 —

 今まで無かった喜びを届けたい
— 3月3日　上郷小学校　ようこそ先輩 —

　会員加入の促進を目的に親しみやすい名前を募集していた
津南町老人クラブ連合会。寄せられた24件の応募の中から代議
員会を経て、滝沢順子さん(谷内)が考案した「はつらつクラブ」に
決定。はつらつとは、きびきびとして元気であるさま。いつまでも
元気にはつらつと活動してほしいという願いが込められています。

　上郷小学校の３・４年生が総合的な学習の時間を使い、津
南町が今、直面している課題を調べ、人口を減らさないために、
津南町に住み続けるための解決策を学習してきました。そのた
めに魅力的な町にすべく空き家や雪室、温泉を活用したり、雪
を使ったイベントや商品の開発をしたりするなど、子どもながら
の自由な発想で提案。町長や町関係者、議会議員からもたくさ
ん質問がでました。これからの町を背負っていく子ども達。しっ
かりと今の現状を学び、発表をする姿がとても心強く見えました。

　普段なかなか知ることの出来ないゲーム業界の裏側につ
いて語った橋野さんのお話に子ども達は興味津々。橋野さ
んは、「無かったものを作りたいという気持ちだけは学生時
代から今に至るまで持ち続けている。みんなも自分の得意
なもので相手を幸せにしてあげること、誰かを喜ばせるこ
とを考えてみて」と呼びかけました。最後に子どもからこれ
からの目標について質問を受けた橋野さんは「これからは
世界中の人たちに感動を与えられるゲームを作りたい」と
子ども以上に目を輝かせて話をしてくれました。

　津南小学校でははばたき学習(総合的な学習の時間)を活
用し、苗場山麓ジオパークや津南のことについて学び、そし
て自分たちが津南のためにできることを考え行動する地域
貢献活動を行っています。今回、４年生が取組んだのは、津
南町と栄村の温泉をめぐり、その良さをPRすること。泉質
や施設の雰囲気など自分たちが感じたそれぞれの良さをレ
ポート。ひとつの動画にまとめ、PRソングとともにこのほ
ど発表をしました。youtubeにも温泉の紹介付きで公開さ
れていますのでぜひご覧ください。

右の二次元コードを
スマートフォンなどで読み取りください
津南小学校４年生が作成した
Youtube「伝えたいつなんの温泉」
動画をご覧いただけます(約21分)

↑元気ではつらつとした活動につなげたいと話す島田眞之会長

↑壁新聞をわかりやすくまとめ、緊張しながらも上手に発表を行いました。

↑子種出身のゲームクリエイター橋野桂（かつら）さん

↑子どもたちが考えた歌詞をメロディに乗せ温泉ＰＲソングを作成
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２
月
15
日
に
辰
ノ
口
集
落
に
て「
団
子
ま
き
」

と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
団
子

ま
き
」
は
お
釈
迦
様
の
命
日
の
供
養
で
「
涅
槃

会
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
仏
舎
利
に
似
せ
た
団

子
を
お
供
え
し
、
ま
く
と
こ
ろ
か
ら
「
団
子
ま

き
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
ち
な
み
に
、
辰
ノ
口
で
は
団
子
は
ま
か

ず
に
、
配
り
ま
す
。
お
釈
迦
様
に
お
供
え
し
た

団
子
を
食
べ
る
と
一
年
間
無
病
息
災
の
御
利
益

が
あ
る
そ
う
で
、
他
の
お
供
え
し
て
い
な
い
団

子
と
は
別
に
し
て
持
ち
帰
る
の
だ
そ
う
で
す
が
、

私
は
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
に
一
緒
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
…
。

今
回
配
っ
た
団
子
は
全
部
で
３
千
個
以
上
！

こ
れ
は
役
員
の
お
ん
な
し
ょ
を
中
心
に
、
前
日

か
ら
粉
を
こ
ね
こ
ね
作
り
ま
す
。
今
回
は
私
も

２
度
目
の
挑
戦
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ね
て
、
丸
め
て
、
ふ
か
し
て
、
並
べ
て

乾
か
し
て
、
ま
ん
べ
ん
な
く
乾
か
す
た
め
に
団

子
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
…
と
、
地
道
な
作
業
な

の
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
進
む
作
業
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
！

こ
う
し
た
お
ん
な
し
ょ
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
続

い
て
い
る
「
団
子
ま
き
」、
当
日
集
ま
っ
た
方

た
ち
が
和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い

る
姿
を
見
る
と
、
１
年
に
一
度
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
る
の
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
三
箇
地
区
：
松
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

「
カ
タ
チ
に
な
っ
て
き

た
な
あ
」

み
ん
な
か
ら
預
か
っ
た

原
稿
が
、
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
で
き
あ
が
っ
て
く
る
と
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
は
じ
め
は
頭
の
中
の
イ
メ
ー
ジ

に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
カ
タ
チ
に
な
っ

て
い
く
の
は
い
い
も
の
で
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
み
ん
な
で
編
集
会
議
を

題
材
に
し
て
、
一
般
の
住
民
が
小
冊
子
を

作
っ
て
い
く
過
程
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

「
伝
え
る
こ
と
」
あ
る
い
は
「
つ
く
る
こ
と
」

に
つ
い
て
、
皆
様
は
ど
う
お
感
じ
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。
難
し
そ
う
？
楽
し
そ
う
？

自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
な
、
と
思
っ
た
人

が
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ
こ
で
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、「
伝
え
る
こ
と
」「
つ

く
る
こ
と
」
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
誰

に
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
連
載
を
通
し
て
、
も
う
一
つ
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
外
か
ら

見
た
津
南
の
魅
力
。
雪
深
さ
や
人
の
優
し
さ

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
来
訪

者
に
と
っ
て
は
新
鮮
に
映
る
こ
と
が
往
々
に

し
て
あ
り
ま
す
。

自
分
は
い
ま
観
光
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
こ
そ
、
そ
の
地
域
な

ら
で
は
の
価
値
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
住
む
人
自
身
が
、
あ
た
り
ま
え

の
価
値
に
気
づ
き
、
そ
れ
に
誇
り
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
素
敵
で
す
ね
。
津
南
ら
し

い
普
通
の
暮
ら
し
や
生
業
の
魅
力
が
、
そ
れ

を
求
め
る
人
に
正
し
く
届
き
ま
す
よ
う
に
。

こ
の
連
載
は
、
今
回
で
終
わ
り
と
な
り
ま

す
。
全
20
回
に
も
渡
り
、
長
々
と
駄
文
に
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みん
なで編集会議の様子も随時アップしていますので、いいね！をよ
ろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト

あ
た
り
ま
え
、の
価
値

下が予め入っていた団子、袋を一度縛って

上にお供えした団子を入れる。
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2017.3.11

＜来場者＞ 1 万 2000 人以上！
大勢のかたからお越しいただきました

まつりの日は県外ナンバーの車が多く見られました。
町のみなさんからあたたかいおもてなしを受け、寒いけど、
なんだかあったかい町と思ったことでしょう。訪れた人が津
南の人口よりも多くなった 1 日。全てをお伝えすることはで
きませんがご紹介します

❶有志による苗場山麓ジオパークガイドのブースでは来町者に津南の歴

史や文化、観光スポットなどを案内　❷国道沿いでは灯籠や提灯を作り

ました　❸大割野会場は芸能イベントが盛りだくさん　❹スノーモービ

ルチーム騎寒暴による雪上スノーモービル体験　❺雪で作った 11 段の

河岸段丘　❻華麗に舞ったよさこい津南　❼雪上でも大活躍商工会青年

部　❽街中でも雪を楽しんでいる姿が見られました

1

2

4

678

3

5
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❾天狗の神事はカメラマンに大好評　❿ SNOWWAVE 男子優勝は角野友

基選手　⓫女子優勝は佐藤夏生選手　⓬メインステージはアーティストに

よる音楽イベント。特別ゲストに小此木まりさんをお迎えし映画さながら

のシチュエーションで 2000 個以上のランタンが上がりました　

⓭三箇地区でも「勝手に雪まつり」と題し交流イベントが行われました

⓮まつりスタッフを募集したところ、町外から15 人ものボランティアスタッ

フが住みこみで協力してくれました　⓯空高く舞うスカイランタンを見つめ

る男の子　⓰「じゃすとまりっど」と書かれたスカイランタンを打ち上げる

幸せいっぱいの夫婦　⓰最後はフィナーレのメモリアル花火

9

1012

14

11

1516

17

13
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

国
保
の
加
入
・
脱
退
、医

療
費
助
成
受
給
者
証
の

手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
新
た
に
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
ま
た
は
職
場
の
健

康
保
険
加
入
者
が
脱
退
し
、
新
た
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
と
き
は
、
会
社
で
の
手
続
き

と
は
別
に
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
脱
退
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
保
険

料
が
二
重
に
か
か
っ
た
り
、
一
度
に
多
額
の
保

険
料
が
請
求
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
場
の
健
康
保
険
の
加
入
脱
退
の
あ
っ
た
と
き

は
、
下
記
を
ご
覧
の
う
え
で
、
14
日
以
内
に
税

務
町
民
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
必
要
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
保
の
加
入
、
脱
退
の
手
続
き
が
遅
延
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
期
間
に
病
院
に
か

か
る
際
は
、
以
前
の
健
康
保
険
証
は
使
わ
ず

に
、
健
康
保
険
が
切
り
替
え
予
定
で
あ
る
こ

と
を
病
院
窓
口
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○
国
保
加
入

　

退
職
す
る
と
き
・
ご
家
族
の
健
康
保
険
の
扶

養
か
ら
外
れ
る
と
き

　

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
後
、
そ
れ
ま
で
の

保
険
の
任
意
継
続
や
、
ご
家
族
の
社
会
保
険
の

扶
養
に
入
ら
な
い
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
と
っ
て
い
る

た
め
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
期
間
の
保
険
料
も
さ
か
の
ぼ
っ
て

請
求
さ
れ
る
た
め
、
一
時
的
に
保
険
料
の
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書

・
印
鑑

○
国
保
脱
退

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
か
た
が
就

職
す
る
と
き
・
ご
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

加
入
す
る
と
き

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
か
た
が
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
脱
退
の
手
続
き
を
役
場
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
し
て
も
、
国
保
か
ら
の
脱
退
手
続
き
が
自

動
的
に
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
脱
退
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
だ
と
、
職
場
の
保
険
と
国
民
健
康
保
険

で
保
険
料
が
二
重
に
請
求
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す

（
手
続
き
が
行
わ
れ
る
と
、
正
し
い
保
険
料
が

計
算
さ
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
脱
退
の
手
続
き
が
な
い
ま
ま
国
民
健

康
保
険
証
で
診
療
を
受
け
た
場
合
は
、
後
日
町

に
給
付
費
の
返
還
を
行
い
、
職
場
の
健
康
保
険

に
改
め
て
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
証

　
（
ま
た
は
加
入
が
確
認
で
き
る
証
明
書
）

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

○
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

　

変
更
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

　

医
療
費
助
成
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
か
た
で
、

町
内
で
の
住
所
変
更
、
加
入
し
て
い
る
保
険
証

の
変
更
な
ど
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
、
こ
ち

ら
も
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
福
祉

保
健
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
、
転
入
先

の
市
町
村
で
新
し
い
受
給
者
証
の
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。（
転
出
日
以
降
、
町
の
受

給
者
証
は
お
使
い
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

手
続
に
必
要
な
も
の

・
医
療
費
助
成
受
給
者
証

・
保
険
証

・
印
鑑

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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禁
煙
成
功
へ
の
道

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
３
年
に
な
り
ま
し

た
。
世
界
中
の
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
の
大
イ
ベ

ン
ト
に
向
け
て
、
現
在
、
公
共
施
設
や
飲
食
店

等
を
禁
煙
に
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
に
行
っ
て
「
一
服
し

た
い
」
と
思
っ
て
も
、「
吸
う
場
所
が
な
い
！
」

な
ん
て
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
せ
っ

か
く
の
楽
し
い
時
間
が
た
ば
こ
を
吸
え
な
い
イ

ラ
イ
ラ
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
嫌
で
す
よ
ね
。

喫
煙
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
と
３
年
あ
る
今
の
う

ち
に
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
禁
煙
補
助
薬
と
禁
煙
外
来
で
確
実
に

　

主
な
禁
煙
補
助
薬
と
し
て
、
ニ
コ
チ
ン
を
含

ま
な
い
飲
み
薬
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
、
ニ
コ
チ

ン
ガ
ム
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
ニ
コ
チ
ン
を
含

ま
な
い
飲
み
薬
は
、
少
量
の
ド
ー
パ
ミ
ン
を
放

出
さ
せ
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
ニ
コ
チ
ン
切
れ
の

症
状
を
軽
く
し
ま
す
。

　

禁
煙
補
助
薬
を
使
用
す
る
に
は
、
禁
煙
外
来

で
禁
煙
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
基

本
は
12
週
間
（
３
か
月
間
）、
そ
の
間
に
５
回
の

診
察
を
行
い
ま
す
。
受
診
を
中
断
す
る
と
禁
煙

成
功
率
が
下
が
る
と
い
う
調
査
結
果
が
で
て
い

る
の
で
、
継
続
し
て
受
診
す
る
こ
と
が
成
功
へ

の
近
道
で
す
。

▼
プ
チ
禁
煙
で
成
功
を
積
み
重
ね
よ
う

　

た
ば
こ
は
気
持
ち
だ
け
で
簡
単
に
断
ち
切
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
に
よ
っ
て

常
に
ニ
コ
チ
ン
を
摂
取
し
て
い
た
体
は
、
い
つ

の
間
に
か
ニ
コ
チ
ン
を
欲
す
る
体
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
チ
禁
煙
は
『
２
～
３
日
だ
け
禁
煙
』
す
る

方
法
で
す
。
成
功
し
た
ら
、
引
き
続
き
禁
煙
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
も
し
も
、
途
中
で
吸
っ
て
し

ま
っ
て
も
、
く
じ
け
ず
ま
た
プ
チ
禁
煙
に
挑
戦

す
れ
ば
良
い
の
で
す
。
成
功
体
験
を
積
み
重
ね

て
、
真
の
成
功
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
吸
い
た
く
な
る
時
の
対
処
法
を
考
え
て
お
く

　

禁
煙
し
て
い
る
と
、
離
脱
症
状
や
宴
会
の
場

面
な
ど
、
た
ば
こ
を
吸
い
た
く
な
る
時
が
あ
り

ま
す
。
吸
わ
ず
に
乗
り
切
れ
る
よ
う
自
分
な
り

の
対
処
法
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
…

・
宴
会
時
は
お
茶
な
ど
の
ノ
ン
ア
ル
に
す
る

・
周
囲
に
禁
煙
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

・
氷
や
ガ
ム
を
口
に
含
む　

・
禁
煙
し
た
理
由
を
思
い
出
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
の
な
い
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

六
十
代
で
の
楽
し
み

見
玉　
　

髙
橋　

三
枝
子
さ
ん

　

腰
か
ら
足
に
か
け
て
の
痛
み

の
為
、
夜
も
寝
ら
れ
な
い
よ
う

な
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院

で
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
み
痛
み

も
大
分
治
ま
っ
て
き
た
の
で
、

こ
の
状
態
を
改
善
し
た
い
と
思

い
、
始
め
た
の
が
水
中
運
動
で

し
た
。
私
に
は
こ
の
水
中
運
動

が
良
か
っ
た
よ
う
で
痛
み
も
大

分
和
ら
い
で
く
れ
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
…

　

去
年
の
春
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
会
員
に

な
り
、
そ
こ
で
『
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
』
に
出
会

い
ま
し
た
。
ア
ク
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
の
指
導
に
よ
り
、

水
中
で
泳
が
ず
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
く
ア

ク
ア
ビ
ク
ス
で
す
。

　

こ
れ
が
陸
上
と
は
違
い
水
中
で
は
体
が

軽
く
な
り
、
手
や
足
も
良
く
動
く
の
で
す
。

「
こ
の
動
き
は
陸
上
で
は
絶
対
に
で
き
な
い

よ
ね
」
と
、
思
い
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
あ

わ
せ
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
若
い
方
、

年
配
の
方
と
世
代
に
関
係
な
く
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

も
っ
と
生
き
生
き
す
る
た
め
に
…

　

そ
し
て
今
年
か
ら
は
『
水
泳
教
室
』
に
も

入
り
ま
し
た
。
私
の
知
っ
て
い
る
方
が
去
年

水
泳
教
室
に
入
っ
て
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
、

と
て
も
生
き
生
き
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

姿
を
見
て
刺
激
を
う
け
、「
よ
し
！
、
私
も

や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

顔
を
水
の
中
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
私
は
少
し
不
安
だ
っ
た
の
で
す
が
、

今
で
は
水
の
中
で
の
動
き
を
少
し
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
く
楽
し
み
な
が
ら
泳
げ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

インストラクターの指導で１時間

　　…楽しい時間となっています♡♡♡

クアハウス津南のアクアリズム♡♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
樋口清蘭
保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



3 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『回帰』 ………………………………………………… 今野 敏／著　幻冬舎
●『終りなき夜に生れつく』 …… 恩田 陸／著  文藝春秋
●『紙のピアノ』 …………………………… 新堂 冬樹／著　双葉社
●『ガーディアン』 …………………………… 薬丸 岳／著　講談社
●『なかなか暮れない夏の夕暮れ』
　……………………………………… 江國 香織／著　角川春樹事務所
●『ゼロ・アワー』 ………… 中山 可穂／著　朝日新聞出版 
●『物件探偵』 ………………………………… 乾 くるみ／著　新潮社

【子どもの本】
●『おばけのあんみつ』 ……… 国松 エリカ／作　小学館
●『どこじゃ？かぶきねこさがし』
　………………………………………………………………… 瀧 晴巳／文　講談社
●『すきなじかん きらいなじかん』
　…………………………………………… 宮下 すずか／作　くもん出版 
●『僕は上手にしゃべれない』
　……………………………………………………… 椎野 直弥／著　ポプラ社 

広報 14平成29年３月号

弥生 ― M a r c h ―

福士 悦子／監修　辰巳出版

『ラブ♡ほお袋』

　リスのチャーム・ポイント「ほお袋」に注目し、シマリスを中心とした
写真を豊富に掲載。リスをモチーフにした雑貨等も紹介します。ペー
ジに切り込みを入れると飛び出すほお袋、ぬりえなどが楽しめます。

…
古
本
市
の
開
催
に
つ
い
て
…

　

図
書
室
で
は
３
月
１
日
㈬
～
３
月
26
日

㈰
の
間
、書
庫
に
入
り
き
ら
な
く
な
っ
た

本
や
、長
い
間
貸
出
が
な
か
っ
た
本
、古
本

市
へ
の
寄
贈
本
な
ど
を
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
に
展
示
し
、無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
多
く
の
方
か
ら
ご
利
用
が
あ
り
、

本
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。定
期
的
に

本
を
補
充
し
て
い
ま
す
が
、本
が
す
べ
て

な
く
な
っ
た
場
合
は
、期
間
前
に
終
了
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
早
め
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

…
移
動
図
書
室
の
お
知
ら
せ
…

　

３
月
～
４
月
は
移
動
図
書
室
が
お
休
み

と
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、移
動
図
書
室
で

借
り
た
本
を
お
持
ち
の
方
は
、お
手
数
で

す
が
、町
公
民
館
図
書
室
へ
本
の
返
却
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お
、５
月
以
降
の

巡
回
日
程
に
つ
い
て
は
、広
報
つ
な
ん
お
知

ら
せ
版
や
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
…

２
月
に
多
く
読
ま
れ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
小
説 

『
セ
イ
レ
ー
ン
の
懺
悔
』

 

中
山 

七
里
／
著 

『
溝
猫
長
屋
祠
之
怪
』

 

輪
渡 

颯
介
／
著

『
希
望
荘
』 
宮
部 

み
ゆ
き
／
著

『
沈
黙
法
廷
』 
佐
々
木 

譲
／
著

『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』

 

村
田 

沙
耶
香
／
著

自
然
科
学 

『
医
師
が
教
え
る
幸
せ
な
人
が
や
め
て
い

る
36
の
習
慣
』

『
と
れ
な
い
首
こ
り
・
肩
こ
り
は「
巻
き
肩
」

が
原
因
だ
っ
た
』

『
本
当
に
す
ご
い
冷
え
と
り
百
科
』

『
こ
わ
ば
り
女
子
の
カ
ラ
ダ
ほ
ぐ
し
大
全
』 

相馬御風　こころの旅

−関谷　郁子さんから

相馬御風　著／新潟日報事業社　出版社

　
「
相
馬
御
風
」の
名
は
芦
ヶ
崎
小
学
校
区

の
者
に
と
っ
て
は
、校
歌
の
作
詞
者
と
し

て
、あ
ま
り
に
も
馴
染
み
深
い
名
前
で
す
。

そ
の
名
前
に
惹
か
れ
て
手
に
取
っ
た
の
が

第
二
集
の「
ふ
る
さ
と
賛
歌
」で
し
た
。そ

の
後
す
で
に
第
一
集
と
第
三
集
も
出
版
さ

れ
て
い
る
事
を
知
り
、買
い
求
め
ま
し
た
。

　

御
風
は
明
治
16
年
に
糸
魚
川
で
生
ま
れ
、

幼
い
頃
か
ら
地
元
の
俳
人
、歌
人
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
、俳
句
、和
歌
を
詠
み
始
め
て

い
ま
し
た
。19
歳
で
東
京
専
門
学
校（
現
早

稲
田
大
学
）に
入
学
。東
京
で
多
く
の
人
に

影
響
を
受
け
な
が
ら
活
躍
し
て
い
ま
し
た

が
、33
歳
の
時
、郷
里
の
糸
魚
川
に
帰
り
ま

し
た
。そ
の
後
の
半
生
は
良
寛
研
究
と
数

多
く
の
著
作
、詩
、和
歌
、随
筆
の
執
筆
を

66
歳
ま
で
続
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
３
冊
の
本
に
は
、言

葉
、詩
、和
歌
に
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、

解
り
や
す
く
、心
情
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

何
首
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

母
な
く
て
波
の
ひ
び
き
と
乳
母
の
唄
と

「雪国賛歌」「第二集 ふるさと賛歌」
「第三集 人生賛歌」

紹介する本

半
は ん

戸
ど

　常
つ ね

子
こ

さん （中子）

『
図
解
老
眼
を
ぐ
ん
ぐ
ん
若
返
ら
せ
る
！

眼
ト
レ
＆
回
復
法
の
す
べ
て
』　

児
童
書 

『
天
と
地
の
守
り
人
』 

上
橋
菜
穂
子
／
作

『
の
り
も
の
お
ば
け
ず
か
ん
』

  

斉
藤
洋
／
作

『
銀
杏
堂
』 

橘 

春
香
／
作

『
動
物
探
偵
ミ
ア
』 

 

ダ
イ
ア
ナ
・
キ
ン
プ
ト
ン
／
作

『
図
書
室
の
日
曜
日 

』 

村
上 

し
い
こ
／
作

絵
本 

『
ブ
ー
ン
ブ
ー
ン
ひ
こ
う
き
』

『
ゾ
ウ
は
お
こ
と
わ
り
』

『
う
さ
ぎ
マ
ン
シ
ョ
ン
』

…
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
…

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

３
月
27
日
㈪
、４
月
24
日
㈪

広報ライブラリー
今月の１冊

3月 −弥
や よ い

生−

Pen Relay
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プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

早そ
う

春し
ゅ
ん

の
朝あ
さ

も
や
け
む
る
雪ゆ
き

原は
ら

と

　
　

空そ
ら

の
間あ
い
だ

に
蜃し
ん
き
ろ
う

気
楼
立た

つ	

石
橋
寿
子

わ
が
作つ
く

り
し
新し
ん
ま
い米

を
食た

べ
て
も
ら
わ
ん
と

　
　

友と
も

の
顔か
お

浮う

か
べ
伝で
ん
ぴ
ょ
う票
を
書か

く	

山
本
光
一

氷ひ
ょ
う
て
ん
か

点
下
の
朝あ
さ

を
食し
ょ
く
じ事

の
仕し
た
く度

し
つ
つ

　
　

悴か
じ
か

め
る
手て

を
湯ゆ

に
浸ひ
た

し
た
り	

津
端
恵
子

裸は
だ
か

木ぎ

の
山や
ま

に
朝あ
さ
ひ日
の
及お
よ

び
つ
つ

　
　

し
ば
ら
く
淡あ
わ

き
虹に
じ

の
か
か
り
ぬ	

貝
澤
圭
子

筋き
ん

ト
レ
の
成せ
い
か果

示し
め

す
は
こ
の
時と
き

と

　
　

動う
ご

き
も
軽か
る

く
除じ
ょ
せ
つ雪
に
励は
げ

む	

関
谷
郁
子

重ぢ
ゅ
う

厚こ
う

な
車し
ゃ
た
い体
の
足あ
し
も
と元
勢い
き
ほ

ひ
よ
く

　
　

蒸じ
ょ
う

気き

吐は

き
出だ

し
Ｓエ
ス
エ
ルＬ
迫せ
ま

り
来く	
恩
田
久
美
子

結け
っ
こ
ん
し
き

婚
式
よ
り
帰か
え

り
来こ

し
下げ

た駄
箱ば
こ

の

　
　

上う
え

に
折お
り

鶴づ
る

二に

わ羽
そ
っ
と
置お

く	
丸
山
直
子

水す
い
そ
う槽

の
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
「
オ
バ
マ
く
ん
」

　
　

円つ
ぶ

ら
眼ま
な
こ

は
憂う

き
世よ

を
知し

ら
ず
（
ク
ア
ハ
ウ
ス
）	

小
野
寺
恒
代

あ
さ
な
あ
さ
な
光ひ
か
り

す
が
し
も
向む
こ
う

山や
ま

の

　
　

紅も
み
じ葉

の
赤あ
か

の
深ふ
か

み
ゆ
き
つ
つ	

高
橋
春
枝

下げ

校こ
う

す
る
小し
ょ
う

学が
く
せ
い生
の
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
に

　
　

応こ
た

へ
て
手て

を
振ふ

り
さ
や
う
な
ら
言い

ふ	

内
山
キ
ク

逝ゆ

け
る
叔お

ば母
の
九き
ゅ
う
じ
ゅ
う
に二
歳さ
い

の
生し
ょ
う
が
い涯
を

　
　

語か
た

る
か
に
遺い

影え
い

は
穏お
だ

や
か
に
笑え

む	

麻
績
初
恵

こ
の
年と
し

も
一い
ち
に
ち日
一ひ
と
し
な品
副ふ
く
さ
い菜
を

　
　

作つ
く

る
を
目め

ざ指
し
台だ
い

所ど
こ
ろ

に
立た

つ	

滝
沢
勝
枝

玄げ
ん
か
ん関
に
鍵か
ぎ

を
か
け
る
音お
と

が
す
る

　
　

あ
あ
今け

ふ日
一い
ち
に
ち日

も
平へ
い

和わ

に
過す

ぎ
た	

風
巻
京
子

古ふ
る

び
た
る
天て
ん

井じ
ょ
う

板い
た

の
隙す
き
ま間
よ
り

　
　

煤す
す

を
散ち

ら
し
て
春は
る

の
風か
ぜ

過す

ぐ	

鈴
木
綾
子

海う
み

の
上う
え

に
落お

つ
る
月つ
き
か
げ光
荒あ
ら

荒あ
ら

と

　
　

波な
み

の
う
ご
け
る
さ
ま
照て

ら
し
出だ

す	

萩
原
光
之

長
生
学
園

降ふ

る
よ
う
で
積つ
も

る
で
も
な
い
春は
る

の
雪ゆ
き

　
　

び
し
ゃ
び
し
ゃ
湿し
め

っ
て
消き

え
て
な
く
な
る	

富
沢　

キ
ミ

恙つ
つ
が

な
く
夫つ
ま

と
暮く
ら

せ
る
幸し
あ
わ

せ
に

　
　

し
み
じ
み
思お
も

う
八や

そ

じ
十
路
と
成な

り
ぬ	

柳
沢　

チ
ヨ

冬ふ
ゆ

の
間ま

の
枯か
れ

木き

に
花は
な

は
白し
ろ

ば
か
り

　
　

本ほ
ん
と
う当

の
春は
る

花は
な

時ど
き

近ち
か

し	

島
田　

眞
之

個
人

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

寿す

し司
シ
ー
ツ
な
ど
祝い
わ

い
受う

け

　
　

食は

み
て
嬉う
れ

し
き
弥や
よ
い生
の
一ひ
と

日ひ	

清
水　

貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

う
し
ろ
よ
り
名な

前ま
え

呼よ

ば
る
る
冬ふ
ゆ

帽ぼ
う

子し	

れ
い
子

闇や
み

静し
づ

か
軒の
き

に
潜ひ
そ

む
や
雪ゆ
き

女じ
ょ
ろ
う郎	

美　

恵

五ご

歳さ
い

に
は
五ご

歳さ
い

の
希き

望ぼ
う

福ふ
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草	

東　

川

立り
っ

春し
ゅ
ん

を
待ま

た
ず
鬼き

籍せ
き

に
酔す
い

花か

翁お
う	

房　

良

懐ふ
と
こ
ろ

手で

手て

品じ
な

の
如ご
と

く
猫ね
こ

を
出だ

し	

渡　

舟

女め

正し
ょ
う

月が
つ

料り
ょ
う

理り

持じ

参さ
ん

の
つ
き
ぬ
夜よ
る	

貞　

ふ
く
ら
ん
で
ま
た
息い
き

を
抜ぬ

く
春は
る

の
猫ね
こ	

冬
詩
子

雪ゆ
き

踏ふ

ん
で
き
て
絵え

ま馬
に
書か

く
決け
つ

意い

か
な	

千
年
雄

冬ふ
ゆ

の
蝿は
え

老お

い
の
手て

逃の
が

れ
手て

を
合あ

わ
せ	

芳　

司

空そ
ら

破や
ぶ

れ
雪ゆ
き

果は

て
も
な
く
落お

つ
日ひ

か
な	

壽　

子

マ
ッ
サ
ー
ジ
器き

ぐ具
に
馴な

じ染
み
て
冬ふ
ゆ

籠ご
も
り	

妙　

立り
っ

春し
ゅ
ん

の
前ま
え
や
ま山
の
雪ゆ
き

輝か
が
や

け
り	

兎　

月

わ
れ
を
そ
だ
て
し
北
う
み
の
里

わ
が
庭
に
夾き
ょ
う

竹ち
く

桃と
う

の
咲
き
し
頃

訪
ひ
来
し
人
は
つ
い
に
帰
ら
ず

雪
消
え
の
土
な
つ
か
し
み
子
ど
も
ら
は

叫
び
輪
つ
く
り
手
う
ち
足
ふ
む

わ
が
子
等
が
い
と
も
好
め
る「
釣
ご
っ
こ
」

わ
れ
魚
と
な
り
て
泳
ぐ
ま
ね
し
つ

　

16
歳
で
実
母
を
亡
く
し
、
６
人
の
わ
が

子
の
う
ち
３
人
を
幼
く
し
て
亡
く
し
、
妻

を
42
歳
で
亡
く
し
た
御
風
。
居
宅
は
二
度
、

大
火
で
消
失
し
ま
し
た
。

　

御
風
が
運
命
を
受
け
入
れ
た
時
、
唱
え

る
よ
う
に
し
て
い
た
口
癖
は
「
雑
草
の
如

く
」
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

災
難
や
不
幸
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
も
雑

草
の
よ
う
に
生
き
る
―
―
―
人
生
を
支
え

た
家
族
、
ふ
る
さ
と
、
そ
こ
に
住
む
人
々

に
向
け
た
慈
愛
溢
れ
る
生
き
ざ
ま
が
美
し

い
言
葉
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
赤
沢
の
滝
沢
由
美
子
さ
ん
に
、

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
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⑴
お
酒
に
身
近
な
地
域

「
酒
ど
こ
ろ
」
と
言
わ
れ
る
新
潟
の
中
で
も

こ
の
地
域
は
、
特
に
お
酒
と
の
関
係
が
深
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
新
潟
県
の
飲
酒
消
費
量
は
、
酒
類
で
全
国
６

位
、
清
酒
で
は
全
国
１
位
（
平
成
25
年
度
の

調
査
結
果
）

・
毎
日
飲
酒
す
る
人
の
割
合
は
、
魚
沼
、
南
魚

沼
、
十
日
町
地
域
が
県
内
ト
ッ
プ
３
（
平
成

25
年
度
の
特
定
健
診
結
果
）

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
、
こ
の
地
域
に
「
飲

酒
が
習
慣
化
し
て
い
る
人
が
多
い
」
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
あ
な
た
は
、

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
ま
す
か
。
も
し

か
す
る
と
、
自
覚
の
な
い
ま
ま
飲
酒
量
が
増
え

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
特
集

お
酒
と
の
付
き
合
い
方

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か

⑵
心
身
に
様
々
な
影
響
を

　

及
ぼ
す
ア
ル
コ
ー
ル

お
酒
は
適
量
を
楽
し
く
飲
め
ば
健
康
に
よ
い

と
さ
れ
ま
す
が
、
多
量
の
お
酒
を
長
期
間
飲
み

続
け
る
と
次
の
よ
う
な
様
々
な
疾
患
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
肝
機
能
障
害

○
肥
満
・
高
血
圧
・
糖
尿
病

○
胃
炎
・
膵
炎

○
が
ん

○
記
憶
障
害
や
認
知
症

○
依
存
症
な
ど
の
精
神
疾
患

男
性
で
は
、
平
均
寿
命
と
飲
酒
習
慣
に
関
係

が
あ
る
と
言
わ
れ
、
男
性
（
20
歳
以
上
）
の
飲

酒
習
慣
と
自
殺
死
亡
率
も
関
係
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
は
過
剰
飲
酒
を
招
き
、

過
剰
飲
酒
は
、
不
安
や
う
つ
状
態
を
悪
化
さ
せ
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
ま

す
。
深
く
酔
っ
て
心
配
事
を
忘
れ
る
→
酔
い
か

ら
覚
め
て
心
配
事
が
戻
る
→
心
配
事
を
消
す
た

め
に
ま
た
飲
む
、
を
繰
り
返
す
の
で
す
。

⑶「
お
酒
好
き
」と

　
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」の
境
目
は
？

こ
こ
ま
で
は
「
お
酒
好
き
」

□
飲
む
回
数
や
量
が
増
え
る

□
酒
に
強
く
な
る

こ
こ
か
ら
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
！

□
飲
み
た
い
気
持
ち
が
抑
え
ら
れ
な
い

□
離
脱
症
状
（
手
の
ふ
る
え
や
発
汗
）
が
出
る

□
数
時
間
お
き
に
飲
み
続
け
る

□
離
脱
症
状
を
抑
え
る
た
め
に
ま
す
ま
す
飲
む

□
四
六
時
中
、
飲
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

早
め
に
医
療
機
関
に
受
診
を
!!

□
飲
み
始
め
る
と
止
め
ら
れ
な
く
な
る

□
お
酒
が
切
れ
る
と
手
が
ふ
る
え
る

□
お
酒
が
原
因
で
家
族
や
友
人
と
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
し
た

⑷
適
切
な
飲
酒
量
は

一
日
の
飲
酒
量
（
純
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
）
の

目
安
は
次
の
通
り
で
す
。

○
ビ
ー
ル
…
中
び
ん
１
本　
（
５
０
０
㎖
）

○
日
本
酒
…
１
合
（
１
８
０
㎖
）

○
焼
酎
…
0.6
合
（
１
１
０
㎖
）

○
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
…
1.5
缶
（
５
２
０
㎖
）

○
ウ
イ
ス
キ
ー
…
ダ
ブ
ル
１
杯
（
60
㎖
）

○
ワ
イ
ン
…
グ
ラ
ス
1.5
杯
（
１
８
０
㎖
）

目
安
は
年
齢
や
体
格
に
も
よ
り
、
女
性
や
高

齢
者
は
こ
れ
よ
り
や
や
少
量
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
魚
沼
・
南
魚
沼
・
十
日
町
保
健
所

で
は
、
十
日
町
小
売
酒
販
組
合
と
の
協
力
で
適

正
飲
酒
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
魚
沼
の
お
い

し
い
お
酒
で
ち
ょ
う
ど
酔
い
！
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
体
に
や
さ
し
い
お
つ
ま
み
の
紹
介
や
、

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
問
題
の
相
談
窓
口
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
小
売
店
店
頭
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

⑸
お
酒
を
飲
む
時
に

　

心
が
け
た
い
こ
と

①
周
囲
に
無
理
に
す
す
め
ず
、
楽
し
く
飲
む

②
強
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む

③
長
時
間
飲
み
続
け
な
い

④
最
低
週
２
日
は
「
休
肝
日
」
を
設
け
る

⑤
薬
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
ま
な
い

⑥
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
は
し
な
い

自
分
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
の
健
康

に
も
気
遣
い
を
し
た
お
酒
の
飲
み
方
が
で
き
る

と
、
町
全
体
が
お
酒
と
上
手
に
付
き
合
え
る
地

域
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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Ｔ
ａ
ｐ
が
行
っ
て
い
る
放
課
後
活
動
支
援
事
業

「
こ
の
指
と
ー
ま
れ
！
・
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
に

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
先
日
行
わ
れ
た

津
南
雪
ま
つ
り
大
割
野
会
場
で
河
岸
段
丘
の
雪

像
を
作
り
ま
し
た
。

高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
山
を
津
南
が
誇
る

「
日
本
一
の
河
岸
段
丘
」
の
形
に
削
っ
て
い
き
ま
す
。

普
段
は
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
や
ス
コ
ッ
プ
に

触
れ
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
も
、
初

め
て
の
体
験
に
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
段
丘
一つ
一つ
の

形
に
こ
だ
わ
り
雪
を
削
っ
て
い
く
細
か
い

作
業
も
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
段
丘
に
９
段
の
段
丘

名
と
、
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
か
れ
た
ろ
う
そ
く
入
り
の
紙
コ
ッ
プ
を

並
べ
ま
し
た
。
夕
方
、
暗
く
な
っ
た
こ
ろ

を
見
計
ら
っ
て
、
い
よ
い
よ
点
火
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
描
い
た

紙
コ
ッ
プ
が
河
岸
段
丘
に
浮
か
び
あ
が

り
、
雪
ま
つ
り
大
割
野
会
場
が
一
層
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
の
祭
神
は
建
御
名
方
神

　

津
南
町
集
落
の
石
仏
探
訪
に
は
、
神
社
境
内

に
祀
ら
れ
て
い
る
石
仏
の
調
査
と
と
も
に
神
社

の
祭
神
が
気
に
な
り
、
何
と
か
知
り
た
い
と
思

い
古
老
に
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

津
南
地
域
の
７
社
あ
る
諏
訪
神
社
の
祭
神

は
す
べ
て
建た
け

御み
な
か
た
の

名
方
神か
み

で
す
。（『
中
魚
沼
支
部

神
社
名
鑑
』
に
載の

る
諏
訪
神
社
も
す
べ
て
建
御

名
方
神
で
す
）

　

津
南
町
の
諏
訪
神
社
は
、
小
岡
、
辰
ノ
口
上

社
、
上
野
小
池
、
下
加
用
、
源
内
山
、
大
場
、

岡
の
７
集
落
に
建
こ
ん
り
ゅ
う立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
諏
訪
盆
地
の
諏
訪
大
社
（
上
社
・
下

社
）
の
上
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
祭
神
は
建
御
名

方
神
で
あ
り
、
下
社
は
八や
さ
か
と
め
の

坂
刀
売
神か
み

は
夫め
お
と婦

神か
み

で
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
家
に
持
ち
帰
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

読
み
返
し
ま
す
と
、
昔
は
教
え
ら
れ
た
通
り
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、「
諏
訪
大
明
神
」と
か「
お

諏
訪
様
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
、
参
拝
者
も

多
く
な
っ
た
頃
か
ら
、
上
社
・
下
社
と
も
夫
婦

神
を
祀
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
古
事
記
』
の
国く
に

譲ゆ
ず

り
の
神
話
に
、
次
の
よ

う
に
建
御
名
方
神
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

「
高た
か
ま
が
は
ら

天
原
か
ら
派
遣
さ
れ
た
建た
け
み
か
づ
ち
の

御
雷
之
男
神か
み

と

経ふ

つ津
主ぬ
し
の

神か
み

が
大
国
主
神
と
そ
の
御み

こ子
神が
み

に
国
譲

り
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
力
自
慢
の
建
御
名
方
神

だ
け
は
承
服
せ
ず
に
力
比
べ
を
挑
み
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
建
御
名
方
神
が
建
御
雷
之
男
神
の
手

を
つ
か
む
と
、
建
御
雷
之
男
神
の
手
が
た
ち
ま

ち
氷
柱
に
な
り
刀
剣
に
変
じ
、
建
御
名
方
神
に

切
り
か
か
り
ま
す
と
、
建
御
名
方
神
は
た
じ
ろ

い
で
し
ま
い
、
な
ん
の
抵
抗
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
建
御
雷
之
男
神
は
建
御
名
方
神
の
腕
を

つ
か
み
、
骨
を
も
砕
く
力
で
絞
め
つ
け
ま
す
。

た
ま
ら
ず
逃
げ
出
し
た
建
御
名
方
神
を
建
御
雷

之
男
神
は
、
信
濃
の
国
の
諏
訪
湖
に
追
い
詰
め

ま
す
。
建
御
名
方
神
は
つ
い
に
降
伏
し
、
国
譲

り
も
諏
訪
に
と
ど
ま
っ
て
他よ

そ所
に
は
決
し
て
出

な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
、
語
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

建
御
名
方
神
が
逃
れ
て
き
た
場
所
が
諏
訪
湖

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
譲
り
の
神
話
と
は
別

の
神
話
が
諏
訪
地
方
に
は
あ
り
ま
す
。
上
社
の

建
御
名
方
神
が
下
社
の
八
坂
刀
売
神
に
会
い
に

出
か
け
る
跡
と
さ
れ
る
諏
訪
湖
の
結
氷
上
の
亀

裂
の
現
象
を
「
御お

み神
渡わ
た
りり
」
と
称
し
、
上
社
と

下
社
を
つ
な
ぐ
も
の
と
さ
れ
、
祈
り
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
よ
り
ま
す
と
、

建
御
名
方
神
は
大
国
主
命
と
高こ
し
の志

国く
に

（
北
陸
道

の
古
称
：
上
越
地
方
）
の
沼ぬ
な
が
わ
ひ
め

河
比
売
の
御み

こ子
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
越
市
糸
魚
川
に
沼
河
比
売

と
建
御
名
方
神
の
母
子
像
が
建
立
さ
れ
て
あ
る

そ
う
で
す
。

　

八
坂
刀
売
神
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

に
は
登
場
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

新
年
度
も
Ｔ
ａ
ｐ
を

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

つ
な
ん
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
たTap 事務局　【TEL】765-5776　【FAX】765-3596

い
よ
い
よ
３
月
も
終
わ
り
に
近
づ
き
卒
業
、

入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
Ｔ
ａ
ｐ
は
春
か
ら
ク
ア
ハ
ウ
ス
津

南
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
と
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
「
つ
な
が
り
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
年
度
も
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
、
仲

間
づ
く
り
、
趣
味
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
Ｔ
ａ
ｐ
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
春
の
到
来
に

合
わ
せ
て
、
健
康
づ

く
り
や
趣
味
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
総
合
セ
ン
タ
ー

で
の
教
室
は
４
月
３

日
㈪
か
ら
教
室
を
開

始
し
ま
す
。

クアハウス津南水泳教室

河岸段丘の雪像完成♪

キャンドルに照らされた河岸段丘

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位
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動
脈
硬
化
が
招
く

危
険
な
病
気

総
看
護
師
長
　
　
福
原
　
律
子

動
脈
を
流
れ
る
血
液
は
酸
素
や
栄
養
分
を
含
み
、

そ
れ
ら
を
全
身
の
細
胞
に
運
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
脂
質
異
常
症
に
よ
っ
て
悪
玉
の

Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
血
管
壁
に
沈
着
す
る
と
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
内
側
に
入
り
込
ん
で
、
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
動

脈
が
狭
く
な
っ
た
り
、
血
栓
に
よ
っ
て
動
脈
が
ふ

さ
が
っ
た
り
、
硬
化
を
起
こ
し
た
部
分
が
変
形
し

て
コ
ブ
状
に
な
っ
た
り
し
て
、
心
筋
梗
塞
、
狭
心

症
、
脳
梗
塞
、
頸
動
脈
狭
窄
症
、
大
動
脈
瘤
、
閉

塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
の
、
命
に
関
わ
る
重
大
な

病
気
を
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
脂
質
異
常
症

は
自
覚
症
状
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
健
康
診
断
な
ど
を
定
期
的
に
受
け
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
予
防
、
改
善
で
き
ま

す
。①

毎
日
、
適
度
な
運
動
を
続
け
る
。
②
１
日
３

食
を
守
り
、
脂
肪
分
や
糖
分
の
多
い
食
品
の
食
べ

過
ぎ
に
注
意
し
、
過
度
の
飲
酒
は
控
え
る
。
③
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
、
禁
煙
に
も
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
脂
質
異
常
症
は
普
段
の
生
活
で
予

防
、
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
新
生
活
と
い
う
か
た
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
退
職
等

で
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た
場
合
は

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
厚
生
年
金
を
か
け

て
い
た
60
歳
未
満
の
か
た
が
退
職
し
た

場
合
は
、
配
偶
者
の
扶
養
（
３
号
）
に

な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
国
民
年
金
に
切

り
替
え
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

年
金
の
扶
養
は
夫
婦
間
の
み
で
す
の
で
、

20
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
に
取
ら

れ
る
場
合
等
は
、
お
子
さ
ん
の
年
金
は

国
民
年
金
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
の
場
合
、
加
入
の

届
出
が
遅
れ
て
い
る
と
、
年
金
機
構
か

ら
勧
奨
状
が
届
き
ま
す
。
こ
ち
ら
が
届

い
た
か
た
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

勧
奨
状
に
は
、
退
職
・
就
職
の
動
き
に

よ
り
、
厚
生
年
金
と
厚
生
年
金
の
間
に

国
民
年
金
該
当
の
期
間
が
発
生
す
る
場

合
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
。
勧
奨
が

あ
っ
て
も
手
続
き
を
し
な
い
で
半
年
が

病
院
歳
時
記

経
過
す
る
と
、
強
制
的
に
適
用
に
な
り

納
付
書
が
発
送
さ
れ
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

事
情
が
あ
り
納
付
が
困
難
な
か
た
は
免

除
の
し
く
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

＜実施された行事＞
〔２月〕
	 20日	 津南地域衛生施設組合議会定例会
	 22日	 新潟県町村議会議長会定期総会
	 23日	 議会運営委員会
	 23日	 道路除雪状況調査（産業建設常任委員会）
	 24日	 十日町地域広域事務組合議会定例会
	 25日	 新潟県後期高齢者医療広域連合議会
〔３月〕
	1日～21日	 第1回定例会
	 9日	 総括質疑締切
	 19日	 津南町森林組合総代会

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操、
	　　　　　筋力トレーニングなど

 2600日 鈴木カヨ（船山新田）
 1600日 若井栄一（穴山）
 1300日 大倉マツ（小下里）
 1000日 石橋俊治（割野）
 800日 髙橋昭子（船山）
 500日 桑原チヨ（秋成）、涌井直治（段野団地）
 200日 城澤作義（小下里）、半戸和子（中子）
 100日 滝沢ケサヲ（赤沢）

健康体力づくり100日運動
＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 5日	 県町村議会議長会議長会議
	 6日	 全員協議会
	 11日	 嘱託員会議

企画中

年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

前
か
ら
で
き
始
め
た
よ
う
で
す
。苗
場
山
麓
に

た
く
さ
ん
雪
が
降
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
約
８
，

０
０
０
年
前
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、そ
れ
以

降
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

池
塘
は
田
ん
ぼ
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
神
の
苗
代
田
」と
も
呼
ば
れ
、山
頂
に
は
平
安

時
代
の
延
喜
式
神
社
で
あ
る「
伊
米
神
社
」が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。農
耕
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
、

参
拝
登
山
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

苗
場
山
は
、約
30
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
成

層
火
山
で
す
。大
き
く
４
回
の
噴
火
が
あ
り
、第

２
回
目
の
噴
火
の
溶
岩
は
、約
13
㎞
離
れ
た

龍
ヶ
窪
の
近
く
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、鈴
木
牧
之
は
苗
場
山
に
登
り「
絶

頂
一
里
、千
勝
万
景
」と『
苗
場
山
記
行
』の
中
で

絶
賛
し
て
い
ま
す
。平
坦
な
山
頂
付
近
に
広
大

な
高
層
湿
原
が
広
が
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
そ

う
記
し
た
の
で
す
。山
頂
が
こ
の
よ
う
に
平
坦

な
山
は
日
本
で
は
珍
し
く
、標
高
１
８
０
０
ｍ

～
山
頂
の
湿
原
に
は
、お
よ
そ
３
０
０
０
ヶ
所

の
池
塘
が
点
在
し
て
い
ま
す
。こ
の
池
塘
は
、近

年
の
堆
積
物
調
査
に
よ
る
と
、約
７
，０
０
０
年

がんばって登りきると不思議な景色がひろがる

鯨の背のような苗場山　前倉トド展望台より

ジ
オ
サ
イ
ト
№
32

苗
場
山
と
伊
米
神
社

〈
成
層
火
山
〉

　

ほ
ぼ
同
一
の
火
口
か
ら
の
複
数
回
の
噴
火
が

あ
り
、溶
岩
や
火
山
砕
屑
物
な
ど
が
積
み
重
な

り
形
成
さ
れ
た
円
錐
状
の
火
山
の
こ
と
。

〈
池
塘
〉

　

高
層
湿
原
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
、堆
積
し

た
泥
炭
層
の
隙
間
に
、降
水
が
自
然
に
ゆ
っ
く

り
と
満
た
さ
れ
て
で
き
た
箇
所
。小
さ
な
池
の

よ
う
に
見
え
る
。

企画中



戸 籍 の 窓

内山　裕介さん（芦ヶ崎）
井上　森恵さん（東京都） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口10,038（−17）　男4,886（−10）　女5,152（−7）

■世帯数3,559（−3）　■転入／ 9　■転出／ 11　■出生／ 5　■死亡／ 20　■婚姻／ 1３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●「バードウォッチング」体験
　日　時／4月1日・8日・15日・22日
　　　　　9：00～11:00
　体験料／300円
　冬鳥と夏鳥の入れ替わりのこの時

期は、さまざまな鳥を観察できます。

一緒に野鳥を観察しませんか？

●「ならんごしの会」会員募集
　「ならんごしの会」は、アンギン編み技術を後世に伝承する

活動を行っています。その技術は津南町の無形文化財に指定

されています。

　アンギン編みは、カラムシなどの植物繊維

をもじり編みで編んだもので、縄文時代の遺

跡からも発見されています。

　ぜひ、あなたも一緒に活動しませんか？興

味をお持ちの方は、なじょもんまでご連絡く

ださい。

バードウォッチングの様子

ならんごしの会が作ったアンギン商品

4 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年から

2日㈰ 10:00～12:00 鹿角のアクセサリー 1,000 高学年から

8日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年から

9日㈰ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年から

15日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年から

16日㈰ 10:00～12:00 そば打ち　※要予約 800 中学年から

22日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 300 低学年から

23日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年から

29日㈯

9:00～11:00 ブナ林観察会 300 低学年から

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年から

13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

30日㈰

9:00～11:00 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 400 低学年から

13:30～15:30 勾玉づくり 500 低学年から

13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

場
所
も
優
勝
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

　

思
え
ば
自
分
が
ま
だ
子
ど
も
な
が
ら

に
一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、「
貴
乃

花
と
武
蔵
丸
の
優
勝
決
定
戦
」。
ま
さ

に
『
不
惜
身
命
』
と
い
っ
た
大
一
番

で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
広
報
の
仕
事
も
道
半
ば
、

こ
れ
か
ら
も
上
を
向
い
て
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。 

小
島　

裕
輔

　

こ
の
３
月
で
広
報
を
担
当
し
て
丸
４

年
が
経
ち
ま
し
た
。
担
当
に
な
っ
て
始

め
た
表
題
の
揮
毫
で
す
が
、
今
月
の
表

題
を
書
く
と
き
に
迷
っ
た
の
が
「
希
綱
」

と
「
稀
綱
」
で
し
た
。
結
局
、
今
の
字

に
し
た
の
で
す
が
、「
稀
な
綱
」
と
言

え
ば
、
初
場
所
優
勝
で
横
綱
に
昇
進
し

た
稀
勢
の
里
関
。
四
横
綱
と
な
っ
た
今

山田　陽
ひな

斗
と

（大割野） 剛士さん
 由美さん

吉野　鈴
れ な

梛（鹿渡） 裕章さん
 幸恵さん

今井　暁
あき

仁
と

（大船団地） 哲哉さん
 貴子さん

大口　金一郎さん	（92歳・米原）

桑原　ケイさん	 （97歳・貝坂）

村山　正雄さん	 （93歳・割野）

滝沢　マサ子さん	（92歳・巻下）

山﨑　冨さん	 （86歳・正面）

桑原　勝さん	 （76歳・貝坂）

滝沢　政一さん	 （90歳・大割野）

山田　トクさん	 （102歳・恵福園）

小野塚　房幸さん	（84歳・割野）

鈴木　マモルさん	（82歳・小島）

教えてください。あなたの「こころの風景」のこと。

ＮＨＫ　ＢＳプレミアム「にっぽん縦断こころ旅2017春」
放送予定平成29年３月27日～７月21日

いつまでも忘れられない景色、大切な人との出会いの場所、音や香りの記憶がよみがえ
る情景、今癒されているスポットなど。エビソードを添えて、番組までお送りください。

＜応募方法＞
●番組ホームページから
　「ＮＨＫ こころ旅」で検索
　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/へアクセス
●ファックスで…
　03-3465-1327へ送信！
●ハガキ・封書で…
　〒150‐8001  NHK「 こころ旅」係 へ送付

＜応募内容＞
次の内容を明記の上、ご応募ください。
①住所　　　②お名前
③電話番号　④性別
⑤年齢　　　⑥思い出の場所・風景
⑦場所にまつわるエピソード

旅の成功は、皆様から頂くお便り次第です！
5月8日㈪までに番組にお寄せください！

新潟県の放送予定は
６月12日㈪〜　

６月16日 ㈮
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
信
濃
川
と
千
曲
川
の
境
だ
か
ら
「
し

な
ち
く
」。
地
震
以
来
途
絶
え
て
い
た
伝
説
の
綱
引
き

が
６
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
両
陣
営
一
歩
も
譲

ら
な
い
、
力
を
合
わ
せ
た
絆
の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。


